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 去る 7 月 19 日、東京・平河町の海運ビルのホールで、海事三学会の合同表彰式があり、日本船

舶海洋工学会のシップ・オブ・ザ・イヤー2023、日本航海学会の「航海功績賞」の表彰式がありまし

た。 

シップ・オブ・ザ・イヤー2023には、今治造船と JMUが共同で受注して、両社の 3造船所で半年

で 6 隻を建造して引き渡したことが評価されて、その 1 番船と 2 番船の「ONE INNOVATION」と

「ONE INFINITY」が選ばれました。また、液化 CO2油送船「えくすくぅる」には技術特別賞が授与さ

れました。小型客船部門賞は萩海運の「あいしま」、小型貨物船部門賞には「國喜 68」、漁船・調査

部門賞には「大島丸」が選ばれました。選考理由および各船の詳細は別掲の資料をご参照くださ

い。 

航海功績賞は、日本船長協会が長年実施してきた「子供たちに、海と船を語る」等の現役船長

の講演による長年にわたる海事思想普及への貢献」に授与されました。 

 

 
シップオブザイヤー2023受賞の 2隻の 24000TEU超大型コンテナ船の建造に携わった JMU、今治造船、日本シッ

プヤード、正栄汽船、Ocean Network Express の代表者の記念撮影。右端は、橋本日本船舶海洋工学会会長。 



 
小型客船部門賞を受賞した「あいしま」の関係者の記念撮影。右から 2 人目から左に、萩海運社長(萩市長)、鉄道

建設・運輸施設整備支援機構、三菱造船の代表者。 

 

 

















 


